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第Ⅲ編 伝送路インタフェース（ＬＩ） 

１  メタリック加入者線伝送方式 

１．１  概要 

回線速度が64kbit/s及び128kbit/の高速ディジタル回線サービスを提供する方式です。 

なお、メタリック加入者線伝送方式はTTC標準JT-G961 ISDN基本アクセスメタリック加入者線伝送方式に準拠

しています。ＳＤはＬＩ点の提供をしていないため対象外です。 

 

１．２  分界点 

端末設備と高速ディジタル回線との分界点は、配線盤または保安器と端末設備の最初の接続点です。分界点を図

１．１に示します。 

 

分界点 

         端末設備                                        高速ディジタル回線 
配線盤 

 
ＴＥ 

  
 
 
 

（a） 配線盤の場合 
 

分界点 

         端末設備                                        高速ディジタル回線 
                          保安器 

ＴＥ 

                   

 

 

（b）  保安器の場合 
図１．１分界点 

 

  なお、ＮＴＴが配線設備あるいはＮＴを提供する場合等における工事・保守上の責任範囲は図１．２のとおりです。 

 
                保安器（又は配線盤） 

ＴＥ             高速ディジタル回線 

                     

 
 

           ②  ① 
 
 

① 高速ディジタル回線としての責任範囲 
② NTT東が配線設備を提供する場合（ローゼットを取り付けて終端） 

図１．２工事・保守上の責任範囲 
 
 

ﾛｰｾﾞｯﾄ（配線盤） 

ＮＴ 

NT 

ＮＴ 
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１．３ インタフェースの概要 

  メタリック加入者線伝送方式におけるインタフェースは以下の条件から構成されます。 
(1) 物理的条件 

回線と端末設備を接続するためのコネクタ等の形状、寸法、ピン配列の規格等 
(2) 電気的条件 

回線と端末設備を接続するための信号線のインピーダンスや信号レベルの規格等 
(3) 論理的条件 

回線と端末設備の間で信号を送受信するための方法や動作条件等 
 
１．３．１ 物理的条件 

回線と端末設備との接続には、メタリック平衡対ケーブル（1対）を使用します。 
なお、分界点、ＬＩ及び工事・保守上における接続方法は図１．３のとおりです。 

 
分界点 

端末設備                                       高速ディジタル回線 

          配線盤 
 
 
ＴＥ 

 
 

 
  （a）  配線盤の場合の接続 
 

分界点 

端末設備                                      高速ディジタル回線 
                     保安器 

ＴＥ 
 
 
 

  （b）  保安器の場合の接続 
    
                   保安器（又は配線盤） 
              高速ディジタル回線 

ＴＥ 
 
      
         ②  ① 
 
 

① 高速ディジタル回線としての責任範囲 
② NTT東が配線設備を提供する場合（ローゼットを取り付けて終端） 

 
   （c）  工事・保守上の接続 

 
図１．３  分界点、LI及び工事・保守上における接続方法 

 
 
 

ﾛｾﾞｯﾄ（配線盤） 

ＬＩ 

ＬＩ 

ＮＴ 

：ネジ止め等 

：ネジ止め等

ＮＴ 

 

：ネジ止め等

ＮＴ 
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１．３．２ 電気的条件 
(1) 分界点における信号 

a) 端末設備から回線方向（以下、「上り方向」といいます。）への信号に関する電気的条件は表１．１のと

おりです。 
b) 回線から端末設備方向（以下、「下り方向」といいます。）への信号は、LＴから表１．１のの条件によ

って送出し、端末区間及び配線設備を伝搬しＬＩにおける信号となります。 
c) 端末区間の線路条件は１．７項に示します。 

ＬＴからＬＩまでの伝送損失は０～５０dB/１６０kHzです。 
なお、伝送損失配分は分界点からＬＩまでを最大３dB/１６０kHzとし、その値を５０dBから差し引い

た値を分界点からＬＴまでの値とします。 
 

表１．１  端末設備から回線への信号に関する電気的条件 
 

No． 項       目 内     容 
① 伝送符号形式 AMI符号（注） 
② 符号速度 ３２０kbit/s 
③ インピーダンス 公称１１０Ω 
④ 送出電圧公称振幅値 ６VＯ－Ｐ 
⑤ 正負パルス振幅偏差値電圧 +1.2Ｖ，–0.6V以下 
⑥ 平均信号電力 14.5～17.1dBm 
⑦ 電力スペクトル密度 図1.4参照 

 
  なお、③～⑤は分界点においてＮＴの送出回路を110Ω純抵抗で終端した値です。 

 

（注）  ＡＭＩ（Alternate Mark Inversion）符号とは、以下に示すように入力情報に “1”が発生するごとに正

符号の “1”と負符号 “1”を交互に送出する符号をいう。 

 

論理値 ０ １ ０ １ １ 信号方式 

波  形 
     デューティ比50％ 

のバイボーラ方式 

 

 
(2) パルス波形 

 ＬＴの出側でのパルス波形は、図１．５のパルスマスクに合致する波形を周波数６４０kHz以下でフラ

ット（0dB損失）、６４０kHzを超える周波数で１２dB／oct．のロールオフ特性を持つローパスフィルタ

により波形整形しています。ＬＩにおける上り方向のパルス波形も本条件を満足する必要があります。図

１．５の波高値の１００％値は６Ｖです。 
(3) 送信部信号の非線形性 

 信号の正と負のパルス波高の間の偏差は５％未満です。 
(4) インピーダンス 

a) ＮＴを接続した状態において、ＬＩから下り方向の送信／受信の公称インピーダンスは、それぞれ  

１１０としてください。 
b) ＮＴを接続した状態において、ＬＩから下り方向の送信の公称出力インピーダンスは、パルスを駆動

するときは１１０Ω以下とし、パルスを駆動しないときは１１０Ωとしてください。 
(5) 不整合減衰量 

 パルスを駆動しないときのＮＴを接続した状態において、ＬＩから下り方向の送信／受信のインピーダ

ンスの最小不整合減衰量は図１．６のテンプレートに示されているものより大きくして下さい。 
(6) 縦電流減衰量 

 ＮＴを接続した状態において、ＬＩから下り方向の送信／受信最小縦電流減衰量は図１．７のテンプレ

ートに示されているものより大きくしてください。 
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図１．４ 信号の電力スペクトル密度の上限 

 
 

図１．５  出力パルスマスク 
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図１．６  インピーダンスの最小不整合減衰量 
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図１．７  最小縦電流減衰量 

 

100 

90 

80 

70 

 60 

50 

40 

30 

20 

10 

0 

不  
整 
合 
減 
衰 
量 

(ｄＢ) 

縦  
電  
流  
減  
衰  
量 

(ｄＢ) 



 16

１．３． ３ 論理的条件 
(1) フレーム構成 

a) フレーム構成の概略 
 フレーム構成は、1 つのフレームワード、20 個の（２B＋D）および１つの CL チャネルを含んで

います。 なお、Dチャネルは使用しません。 
 

２．５ｍｓ 

フレームワード ＣＬチャネル 20個の（２Ｂ＋Ｄ） Ｐ 空 

 

Ｐ（ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ） ：Ｐビットは１つのフレーム２進「１」の数が偶数個となるように用いられます。 
従って、それは１つのフレームにおける２進「１」の数が奇数か偶数かによって 
それぞれ２進「１」か「０」にセットされます。 

ｂ） フレーム構成及ビット割り当て 
  上り方向及び下り方向のビット割り当てを図１．８に示します。 
ｃ）  フレームワード 

 フレームワードは２Ｂ＋Ｄ＋ＣＬチャネルビット位置を認識するためのものです。 
① 下り方向のフレームワード 

 フレームワードのための符号は、“１０００００Ｍ０”です。Ｍはフレームごとに交互に“１” ／
“０”値をとります。 

② 上り方向のフレームワード 
 フレームワードのための符号は、“１００００００Ｍ”です。Ｍはフレームごとに交互に“１”

／“０”値をとります。 
ｄ）  ＣＬチャネル 
  ＣＬチャネルは、３２ビット（３．２kbit/s）をマルチフレーム内に割り当てます。 

① ４ビット（０．４kbit/s）をマルチフレームビットとして割り当てます。 
② １６ビット（１．６kbit/s）を、下り方向の保守運用の制御機能及び上り方向の保守運用の表示

機能のために割り当てます。 
③ １２ビット（１．２kbit/s）をＣＲＣ機能として割り当てます。 

ｅ） 情報チャネル 
 各品目とお客様が使用できる情報チャネル（情報を伝送するチャネル）の関係を表１．２に示しま

す。 
  

表１．２  品目と使用可能情報チャネル 
 

品  目 使用可能情報チャネル 

６４kbit/s B１ 

１２８kbit/s B１＋ B２ 
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        １．１７８ｍｓ 
           １バースト（３７７bit） 
           ２０ワード（３６０bit）＊ 
                   ８bit         ８bit      １８bit 
 
 
 
 

 
（注 M： バーストごとに ”０” ”１” 交番 
    ofs： ＬＴフレーム同期確立ビット 
    ar： 宅内機器インタフェース起動指令ビット＊＊＊ 
    dr： 宅内機器インタフェース停止指令ビット＊＊＊ 
    ap： 信号装置レディ表示ビット＊＊＊ 
    ai： インタフェース起動表示ビット＊＊＊ 
    h1： ループバック 2（Ｂ1ch）試験指令ビット＊＊＊ 
    h2： ルーブバック 2（Ｂ2ch）試験指令ビット＊＊＊ 
    h3： ルーブバック 2（Dch）試験指令ビット＊＊＊ 
    k1～k12： ＣＲＣ－１２チェックビット 
    （生成多項式：Ｘ１２+Ｘ６+Ｘ４＋Ｘ＋1） 
    Ｃ１： ルーブバックＣ（Ｂ1ch）試験指令ビット＊＊＊ 
    Ｃ2： ルーブバックＣ（Ｂ2ch）試験指令ビット＊＊＊ 

 
F1,F2,F3,F4 ： 4 マルチフレームビット 
S,ｑ１,ｑ２,ｑ３,ｑ４： T 点上のスペアビット 
ｔ1 ： ループバック２（B１ch）動作中表示ビット＊＊ 
ｔ2 ： ループバック２（B２ch）動作中表示ビット＊＊ 
ｔ3 ： ループバック２（Ｄch）動作中表示ビット＊＊ 
 id ： ＤＳＵ識別ビット（“０”固定） 
ｔc１ ： ループバック C（B1ch）動作中表示ビット＊＊ 
ｔc２ ： ループバック C（B2ch）動作中表示ビット＊＊ 
dmi ： ＣＲＣチェック結果表示ビット（下り） 
B1（8bit）： 宅内機器インタフェース情報ビット（64kbit/ｓ）

B2（8bit）： 宅内機器インタフェース情報ビット（64kbit/ｓ）

D ： 加入者線信号ビット（16kbit/s） 

 
＊    ： スクランブル／デスクランブル範囲 
＊    ： ＣＲＣチェック範囲 
        （ＣＲＣチェックはオリジナルデータで行う） 
 
＊＊  ： ＤＳＵにてループパック試験ビットを 3 段 
         保護した後送出される。 
＊＊＊：ofs= “１”のときのみ有意 
 
 
 
 
 
 

                         図１．８ フレーム構成とビット割り当て        

フレームワード CLﾁｬﾈﾙ ワード＃1 ワード＃2 ワード＃3 ワード＃19 ワード＃20  

1 0 0 0 0 0 M 0 ofs F1 ar dr ap k1 k2 k3

ofs F2 h1 h2 h3 k4 k5 k6

ofs F3 ar dr ap k7 k8 k9

ofs F4 C1 C2 S k10 k11 k12

1 0 0 0 0 0 0 M ai F1 q1 q2 id k1 k2 k3

ai F2 t1 t2 t3 k4 k5 k6

ai F3 q3 q4 0 k7 k8 k9

ai F4 tC1 tC2 dmi k10 k11 k12

B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 B1 D B2 B2 B2 B2 B2 B2 B2 B2 D
1 2 3 4 5 6 7 8 1 1 2 3 4 5 6 7 8 2

ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄ P 
(1bit) 

上り 
（ＮＴ  ＬＴ） 

下り 
（ＬＴ ＮＴ） 

8bit

1bit

8bit

1bit 
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    (2)フレーム同期 
  フレーム同期は次のように定義されます。 

a) フレーム同期状態 
① フレーム同期が不確定状態において、3回連続してフレームワードがフレームの同じ位置にくるこ

とが確認できた時、正常のフレーム同期状態になったと見なします。 
② フレーム同期状態においては、フレームワードを“一致12段”、“不一致6段”の競合カウンタ方

式により同期状態を監視します。 
b) フレーム同期はずれ状態 

① 3回連続してフレームワードがフレームの同じ位置にくることが確認出来ない時。 
② フレームワードの確認で“不一致6段”が“一致12段”に先行した時。 

  
(3)マルチフレーム 

 隣り合った複数のフレーム中でＣＬチャネルのビット割り当てができるようにするために、マルチフレ

ーム構成を用います。マルチフレームの始まりは、マルチフレームワードによって決定されます。マルチ

フレーム中のフレーム総数は４です。 
 
(4)マルチフレームワード 
  マルチフレームはＣＬチャネルに割り当てられたマルチフレームビットによって認識します。マルチフ

レームワードのための符号は、フレーム同期状態の下で４つの連続したフレームにおけるマルチフレーム

ビットによって定義し、”１０００”です。 
 
(5)フレーム間のフレームオフセット 
  端末設備は、回線からの受信フレームにフレームを同期させねばならず、また、上り方向の送信はオフ

セットを伴ってフレームを送出する必要があります。 
  端末設備の入力／出力での相対的なフレーム位置については、端末設備から回線に送信される各フレー

ムの最初のビットを、回線から受信したフレームの最初のビットに対して、３８３ないし３８４ビットだ

け遅れた位置とする必要があります。 
 
(6)スクランブリング 

 スクランブリングは２Ｂ＋Ｄチャネルに適用され、２Ｂ＋Ｄチャネルのオリジナルデータとスクランブ

リングパターンの排他的論理和が伝送路送出パターンとなります。 
スクランブリングパターンはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９６１に準拠します。 
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（7） 起動 
 図１．９に、ＬＴとＮＴの起動時の動作手順について示します。 
 

 ＴＥ        ＮＴ               ＬＴ 
 

 ＳＩＧ３：ＮＴへの起動信号（給電はリバース極性） 
 
 
 ＳＩＧ４：フレーミング情報を含む等化器トレーニング信号 
 （図１．１０） 
 
  
 ＳＩＧ２：ＮＴからの起動信号（ＮＴ加入者線接続端子における 
   直流抵抗を８１２Ω以下とする） 
 
 
 
 ＳＩＧ５：フレーミング情報を含む等化器トレーニング信号 
  （図．１１）、かつＮＴがＳＩＧ４により同期が確立 
  したことを知らせる。 
 
 
 
  
  

        
       INFO２ ＳＩＧ６：ＣＬチャネルのar及びofsビットを２進 ”１” 
 
        （＊2） 
 
  （ＮＴとＬＴ間の同期が確立） 
 
  
       INFO３ ＳＩＧ８：ＣＬチャネルのaiビットを2進 “1” 
 
        （＊2） 
 
  
 
       INFO４ ＳＩＧ７：ＣＬチャネルのapビットを2進 ”1” 
 
        （＊2）  

 
 
 

（＊1）  手順はＩＮＳネット６４の着呼起動手順と同様の手順を用いています。 
（＊2）  ＮＴとＴＥ間のＩＮＦＯ信号については、表１．３を参照してください。 

 
図１．９ 起動時の動作手順 
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   Ｍ： “１”、“０” を交番 
Ｐ： パリティビット 

 
図１．１０  トレーニングパターン（ＳＩＧ４） 

 

 
   Ｍ： “１”、“０”を交番 

Ｐ： パリティビット 
 

図１．１１  トレーニングパターン（ＳＩＧ５） 
 

表１．３  ＴＥ－ＮＴ間のＩＮＦＯ信号（注） 

ＴＥ      ＮＴ ＴＥ       ＮＴ 

INFO 0: 信号なし 
INFO 1: 同期起動信号（ＴＥからの起動） 
 次の８ビットパターンの連続繰返し。 
 
            ００１１１１１１ 
 
 
         公称ビットレート：１９２kbit/s 
 
INFO 3: 同期応答 
  B，Dチャネルに一般データを含む 
 同期フレーム。 
 

INFO 0: 信号なし 
INFO 2: 同期起動信号 
 B，D，Dエコーの各チャネルを 
 “０” に設定。 
 Aビットは2進“０”に設定。 
 N，Lビットは符号則に従う。 
 
 
INFO 4: 同期応答 
 B，D，Dエコーの各チャネルに一般 
 データを含む同期フレーム。 
 Ａビットは2進 “１” に設定。 

 
（注） 詳細については、ＴＴＣ標準JT-I430-aを参照してください。 
 
（8）給電 

 遠隔給電によりＮＴへの電力供給を行っています。 
 給電極性には、ノーマル極性及びリバース極性の両方があります。ノーマル極性は加入者線のＬ１線が

Ｌ２線に対して正電位となる極性であり、リバース極性はその逆極性です。 
 高速ディジタル回線の場合は、正常時リバース極性です。 
 リバース極性時は３９mA±１０％の定電流給電が行われます。ＮＴは、リバース極性にて３５．１ｍA
の電流を受電した場合、加入者線接続端子間の入力電圧は２８．５Ｖ以下として下さい。ノーマル極性時

はＬＴ側から定電圧供給が行われ、ＬＴ出力における線間電圧は６０Ｖです。ＮＴへの出力電圧は加入者

線路抵抗に依存して異なります。 
 
 

1 0 0 0 0 0 0 M 0 0 0 0 0 0 0 0

　＋ 1 0 0 0 0 0 0 0  x     45    +   P

1 0 0 0 0 0 M 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　＋ 1 0 0 0 0 0 0 0  x     45    +   P
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 １．４ 保守・運用情報の転送 

 
 図１．１２に保守情報の転送図を示します。 

＊：上図ＴＥ－ＮＴ間のインタフェースがＴＴＣ標準JT-I430-aに準拠している場合を示します。 

＊＊：各ビットについては図１．８に示します。 

 

（注１） ディジタル・アクセスでは、144k ERR，BERRをハード的には検出していますが監視はしておりません。 

（注２） ディジタル・アクセスでは、ＣＲＣをハード的には送出していますが監視はしておりません。 

（注３） ＮＴ～ＬＴ間が断（ofs=1かつai=0が継続）の状態は、Ｒ－ＩＮＨ状態としています。 

（注４） 中継区間または端末区間が故障時（断、同期外れ）は、故障方向のＢチャネルは全て“１”になります。 

（注５） 誤り監視 

ａ）  誤り監視はＣＲＣ－１２符号による誤り監視を用います。 

ｂ）  下り監視方向のＣＲＣチェック結果について、ｄｍｉビットによりＬＴ側へ通知してください。 

（注６） 下り方向の故障時には、上り方向のａｉビットを“0”にしてください。 

（注７） 上り方向の故障時には、ＬＴはＮＴに対してdrビットを“1”、ofsビットを“0”にして送出します。 

図１．１２  警報転送図 

 

（AIS ﾋﾞｯﾄとして使用） 

LINE BERR 

LINE AIS（注6） 

LINE SEND（注6） 

LINE ERR 

ﾋﾞｯﾄ組合せによる制御 

○ 

（TSn～n+2:全て1） 

 （ofs：1→0） 
（SEND ﾋﾞｯﾄとして使用） 

× 

LP2 

同期はずれ 

ＮＴ ＬＴ 

ＴＥ 

電源断 

◎：検出点 

○：送出点 

×：断又は誤り発生点 

INFO 0 

TE REC 
Kx 

TE AIS 

TE RAI 

144k ERR（注1） 

144k BERR（注1） 

144k REC（注４） 

144k AIS

144k SEND 

（注5） 

CRC(k1～k12) 

R-INH（注3） 
◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

○ 

(dmi：0→1) 

(BERR ﾋﾞｯﾄとして使用) 

（ai：1→0） 

（Kx ﾋﾞｯﾄとして使用） 

Kx 
◎ 

◎ × 

◎ ○ 

◎ 

◎ 

◎ ○ 

◎ 

TE RAI 

○

○ ○ 
（dr：0→1） 

LP2（TSn,TSn+1）

○ 

◎ × 

× 

○ 

× 

CRC(K1～K12) 
(注2）(注5）

× 
LINE REC（注6） 

INFO 0 

INFO 2 
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１．５ ai ビットによる端末区間の自動切替制御 

  ai ビットは NT－TE 間及び下り方向の故障時に端末区間の自動切替を実現するためのものです。ＬＴは、Ｎ

Ｔからのaiビット（“１”    “０”）を検出することにより、自動切替を行います。その回線構成を図１．１３

に示します。 
 
                   LT 
         基本回線 
 
 
 
 
         分岐回線 
 
 

 
図１．１３  ａｉビットによる端末区間の切替制御 

 

１．６ ＮＴにおける折り返し機能 

 回線故障等においてお客様の利便とともに効率的な保守を行うため、ＮＴは、折り返し機能（ループ2折り返

し）を持つ必要があります。 
 このループ２折り返し機能は、ＮＴの最もＴＥ側に近い所に持たせることにより、ＴＥ側の故障かＮＴ及び回

線側の故障かを切り分ける機能です。 
  図１．１４に、ループ２折り返しの動作手順について示します。 

 
 

       ＮＴ           ＬＴ 
 
 ＳＩＧ９： ループ２折り返しの起動を指示。 
  ループバック２試験指令ビット（h１，h２，h３）を全て 
  2進 “１” 
 
 
  （CLチャネルのapビットを２進 “１”） 
 
 
 ＳＩＧ１０： ループ２折り返しがＮＴで起動されていることを通知。 
  ループバック２動作中ビット（t１，t２，t３）を全て2進“１” 
 
 （CLチャネルのaiビットを2進 “１”） 
 
 
      ループ２折り返しの状態 
 
 
 
 

図１．１４ ループ２折り返しの起動の動作手順 
 
 

 (2B+D) 
の一括 
折り返し 

ＴＥ 

ＮＴ 

ＮＴ 
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１．７ 伝送特性等 

１．７．１ 線路定数 
線路として主に使用されているケーブルの線路定数を表１．４に示します。 
また、これらの定数を用いたケーブルの動作減衰量は付図１～９のとおりです。 
 

表１．４  線路定数 
 

プラスチック絶縁             ケーブル 
   心線径 紙絶縁ケーブル 

ＣＣＰケーブル ＰＥＦケーブル 
   ０．３２ｍｍ   ３．７１ 

     ０．４  ｍｍ 
ｄ／ｒ  ０．５  ｍｍ 
 （注）  ０．６５ｍｍ 

   ０．９  ｍｍ 

４．１０ 
４．０７ 
４．３１ 
４．３４ 

４．６７ 
４．５３ 
４．５７ 
４．５３ 

 
 
 
 

誘電体力率（ｔａｎδ） ２．５×１０－２ ５．０×１０－４ ４．０×１０－４ 

静電容量 ５０pF/ｍ 

     （注）ｒ：心線導体半径 
        ｄ：対間距離（１対を構成する２心線の導体の中心から中心までの距離） 
          =2√2☓ (r+co)   但し co： 心線の被覆厚 
     （脚注）減衰量等の線路特性の計算方法は，ITU-T勧告G.996.1 “Test Procedures for Digital  
         Subscriber Line (DSL) Transceivers”を参照して下さい． 
 
 
1．７．２  線路条件 

１．７．１項に示した線路定数で、概ね表１．５に示す線路条件で伝搬され分界点に到達します。表中で

ブリッジタップというのは、先端が開放されている分岐線路のことです。 
 

表１．５  線路条件 
 

項  目 条  件 記  事 

ケーブル種別 
心線径 

絶縁物（紙、プラスチック） 
表１．４参照 

伝送損失 ０～５０ｄB 
周波数１６０kHzにおける値 

（LTとLI間の損失） 

ブリッジタップ（BT） ３００ｍ   ２本以内 ０．６５ｍｍΦ 
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付図１ ０．４ｍｍ紙ケーブル動作減衰量（１１０Ω・１５℃） 
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付図２ ０．５ｍｍ紙ケーブル動作減衰量（１１０Ω・１５℃） 
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付図３ ０．６５ｍｍ紙ケーブル動作減衰量（１１０Ω・１５℃） 
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付図４ ０．９ｍｍ紙ケーブル動作減衰量（１１０Ω・１５℃） 
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付図５ ０．４ｍｍＣＣＰケーブル動作減衰量（１１０Ω・１５℃） 
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付図６ ０．５ｍｍＣＣＰケーブル動作減衰量（１１０Ω・１５℃） 
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付図７ ０．６５ｍｍＣＣＰケーブル動作減衰量（１１０Ω・１５℃） 
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付図８ ０．９ｍｍＣＣＰケーブル動作減衰量（１１０Ω・１５℃） 
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付図９ ０．３２ｍｍＰＥＦケーブル動作減衰量（１１０Ω・１５℃） 
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２  光ファイバ加入者線伝送方式 

 

２．１  概要 

回線速度が１９２kbit/s～６１４４kbit/sの高速ディジタル回線サービスを提供する方式です。 
     なお、ＤＡ１５００、６０００、ＳＤはＬＩ点での提供をしていないため対象外です。 
 

２．２  分界点 

高速ディジタル回線と端末設備との分界点は、配線盤（光ファイバ配線設備と光ファイバ加入者線の接続点）

です。 
分界点を図２．１、工事・保守等の責任範囲を図２．２に示します。 

 

 

図２．１  高速ディジタル回線と端末設備との分界点 

光ファイバ配線設備 光ファイバ加入者線 

高速ディジタル回線 端末設備 

分界点 

コネクタ   コネクタ等 
（融着の場合があります。） 

ＬＩ 

光ファイバケーブル 光ファイバケーブル 
配線盤 

ＮＴ 

ＴＥ 

ＬＴ 

図２．２  工事・保守上の責任範囲（通信線） 

①高速ディジタル回線としての責任範囲 
②NTT東が配線設備を提供する場合 

光ファイバ配線設備 

(光ファイバ加入者線) 

① 

コネクタ 

ＬＩ 

高速ディジタル回線

分界点 
（配線盤） 

ＮＴ 
ＴＥ 

② 
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２．３  インタフェースの概要 

光ファイバ加入者線伝送方式におけるインタフェースは以下の条件から構成されます。 
（１）  物理的条件 

光ファイバとＮＴを接続するためのコネクタ等の形状、寸法、ピン配列の規格等 
（２） 光学的条件 

光ファイバとＮＴを接続するための信号線の光信号レベルの規格等 
（３）  論理的条件 

光ファイバとＮＴの間で信号を送受信するための方法や動作条件等 
 
２．３．１  物理的条件 

（１）  接続コネクタ 
光送受信用として、Ｆ０４形単心光ファイバコネクタ（ＪＩＳ  Ｃ  ５９７３）２個（ＯＰＴ  ＯＵＴ及び

ＯＰＴ  ＩＮ）で接続します。したがって、ＮＴにはＦ０４形単心光ファイバコネクタが接続できる光ジャッ

クを具備する必要があります。 
（２）  光ファイバケーブル 

ａ）  光ファイバケーブルの種類 
光ファイバ加入者線及び光ファイバ配線設備に適用される光ファイバケーブルは、ＧＩ型光ファイバケー

ブル（以下ＧＩケーブル）とＳＭ型光ファイバケーブル（以下ＳＭケーブル）の２種類があります。ＬＴか

らＮＴまでは、ＧＩケーブル及びＳＭケーブルが混在して接続されることはありません。なお、使用ケーブ

ルの指定は NTT 東が行います。このため、ＮＴは、ＧＩケーブル、ＳＭケーブルのどちらでも適応可能で

ある必要があります。 
ｂ）ＧＩ、ＳＭケーブルの構造 

ＧＩケーブルは、ＪＩＳ  Ｃ  ６８３２のＳＧＩ―５０／１２５（注１）に相当する光ファイバを用いた

ケーブルであり、ＳＭケーブルは、ＪＩＳ  Ｃ  ６８３５のＳＳＭ―１０／１２５に（注２）に相当する光

ファイバを用いたケーブルです。 
（注１）この規格は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．６５１又はＩＥＣ規格Ａ１ａに相当します。 
（注２）この規格は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．６５２又はＩＥＣ規格Ｂ１．１ａに相当します。 

 
２．３．２  光学的条件 

（１）  伝送路符号 
伝送路符号として、ＣＭＩ符号を用いています。ＣＭＩ（Coded Mark Inversion）符号は図２．３に示すよ

うに論理値“０”の場合は“ＬＨ”、論理値“１”の場合は“ＨＨ”と“ＬＬ”を交互に反転する変換規則によ

る符号形式をいいます。（ＬはＬｏｗ、ＨはＨｉｇｈを示します。） 
 

 
論理値 

 
波形 

“０”

Ｈｉｇｈ 
 
Ｌｏｗ 

“１” 

Ｈｉｇｈ 
 
Ｌｏｗ 

Ｔ

T/2

ＴＴ 

１ ０ １ １ １ １ １ １ ０ ０ 

（注１）論理規定は正論理です。すなわちＣＭＩ符号“Ｈ”時に光ＯＮ、ＣＭＩ符号“Ｌ”時に光ＯＦＦ

とします。 
（注２）Ｔ＝１／６．３１２×１０－６〔ｓ〕 

図２．３  ＣＭＩ符号の説明 
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（２）  光出力条件 
ＮＴからＬＴ方向に送出する信号の条件を表２．１に示します。 

 
表２．１  光出力規格 

項 目 規 格 
光出力パワー（平均値） －１９．０～－１０．０ｄＢｍ 
発光中心波長 １．２７０～１．３３５μｍ 
スペクトル巾 １０ｎｍ以下 
消光比 １１ｄＢ以上 
光パルス幅 ７９．２±１５．８ｎｓ以内 

 
また、図２．４に光波形の例を示します。 

 

 
（３）  デューティ比 

図２．４に示す光パルス幅に対し１００±２０％です。ただし、パルス振幅の５０％で定義します。 
 
（４）  ジッタ 

図２．４に示す光パルス幅に対し±１０％です。 
 
（５）  光入力条件 

ａ）  光入力条件 
ＮＴが受信する平均受光電力は、－３６．８ｄＢｍ以上－１１．０ｄＢｍ以下です。 

ｂ）  ＮＴに要求される性能 
①  符号誤り率特性 

図２．５に示す測定系において、ＮＴのＬＩ入力端子で測定した平均受光電力－３６．８ｄＢｍに対し

てＳ／Ｘ＝８ｄＢの光干渉波を加えた状態にて符号誤り率は、１０－６以下です。 
②  最大受光電力特性 

図２．５に示す測定系において、ＮＴのＬＩ入力端子で測定した平均受光電力－１１．０ｄＢｍに対し

て干渉波を加えない状態にて符号誤り率は、１０－６以下です。 
③  光レベル変動耐力 

図２．５に示す測定系において、ＮＴのＬＩ入力端子で測定した平均受光電力を－３２．０ｄＢｍとし、

図２．６の光レベル変動波形に対して符号誤り率が１０－８以下です。 
 

 

図２．４  光波形例 

“0” “0” “1” 

光パルス幅 

ｈ 

論理値 

ｈ/2 

〔光ONレベル〕 

Ａ

Ｂ 

〔光OFFレベル〕 
〔光断レベル〕 

消光比＝１０×ｌｏｇ（Ｂ／Ａ） 
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２．３．３  論理的条件 
（１）  加入者線伝送上のフレーム構成 

ａ）  伝送速度 
伝送速度は６．３１２Ｍbit/sです。 

ｂ）  フレーム構成 
６．３１２Ｍbit/sインタフェースフレームは、４つの１．５Ｍbit/s論理パスフレームからなるマルチフ

レームで構成されます。 
図２．７に６．３１２Ｍbit/sインタフェースフレーム、図２．８に１．５Ｍbit/s論理パスフレームを示

します。 
なお、６．３１２Ｍbit/sインタフェースフレームにおいて、ＴＳ１～ＴＳ２４（７６８bit）は、情報チ

ャネルとして用い、ＳＴ（１６bit）及びＦ（５bit）の各ビットは、保守・運用上のビットとして用います。 

 

 

符号 
誤り率 
測定器 

 
NT 

 
光結合器 

 
光ATT 

OCU または

それに準ずる

測定治具 

PN 
パターン

発生器 

 
光ATT

 
光ATT 

LED
干渉波

発生器 

図２．５  符号誤り率測定回路 

項目 

周波数 

デューティ 

立ち上がり／立ち下がり時間

発光中心波長 

内容 

３２０±２０kHz 

（５０±２）％ 

１００ｎｓ以下 

１．２７０～１．３３５μm

正弦干渉波の条件 

・１０×ｌｏｇ（Ｓ／Ｒ）＝３．５±０．５ｄＢ 
・Ｔｆ、Ｔｒ＝２００±１０μｓ 
・本波形は周期１０±１msの繰り返し波形 

光ＯＮレベル 

光ＯＦＦレベル 

Ｔｒ Ｔｆ 

Ｒ 
Ｓ 

図２．６  光レベル変動波形 
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（注１）本図の＃１～＃４は、１．５Ｍ論理パス（２４ＴＳ＋４ｂｉｔ）の番号を表し、それぞれが図２．８に示

す構造を有します。 

（注２）ビットの定義 

 

ビット 内 容 

Ｄ データリンク（“０”固定） 

ＳＥＮＤ 正常時 “０”、異常時 “１” 

ＢＥＲＲ 正常時 “０”、異常時 “１” 

Ｒ－ＩＮＨ 正常時 “０”、INH時  “１” 

Ｃ 符号誤り監視（ＣＲＣ－５《生成多項式：Ｘ5＋Ｘ4＋Ｘ2＋１》） 

予備 “１”に固定 

図２．７ ６．３１２Ｍｂｉｔ／ｓインタフェースのフレーム構成 

伝送速度 

6.312Mbit/s 

16bit 5bit

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 bit

#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 ST F

789bit(125μs)

TS24TS2TS1

768bit

bit 
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4

S4S3S2S1

4bit 4bit 4bit 4bit

1 1 0 0 D
1 0 1 0 0

R-INH BERR 予備 SEND D

C1 C2 C3 C4 C5

5bit 

F ～

～

～～

～～
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         LT → NT                                       NT → LT   

（注）ビットの定義 

記号等 内  容 

Ｋｘ 端末区間の切替え制御用ビット（２．６項参照） 

１．５ＭＢＡＩＳ １．５ＭＡＩＳまたは１．５ＭＲＥＣ 検出時：“１”、正常時：“０” 

ＬＰ２ ルーブバック2試験実行時：“１”、それ以外：“０” 

＊ 未定義 

図２．８ １．５Ｍ論理パスフレーム構成 

1 FS (FS) (FS) (FS) 1 FS (FS) (FS) (FS)
2 * * * * 2 ”0” ”0” ”0” ”0”
～～～～～～～～～～
7 * * * * 7 ”0” ”0” ”0” ”0”
8 1.5MBAIS Ｋx * * 8 1.5MBAIS Ｋx ”0” ”0”
9 FS (FS) (FS) (FS) 9 FS (FS) (FS) (FS)
10 * * * * 10 ”0” ”0” ”0” ”0”
～～～～～～～～～～
16 * * * * 16 ”0” ”0” ”0” ”0”
17 FS (FS) (FS) (FS) 17 FS (FS) (FS) (FS)
18 * * * * 18 ”0” ”0” ”0” ”0”
～

～

～～～～～～～～
23 * * * * 23 ”0” ”0” ”0” ”0”
24 ”1” ”1” ”1” ”1” 24 ”1” ”1” ”1” ”1”
25 FS (FS) (FS) (FS) 25 FS (FS) (FS) (FS)
26 * * * * 26 ”0” ”0” ”0” ”0”
～～～～～～～～～～
31 * * * * 31 ”0” ”0” ”0” ”0”
32 ”1” ”1” ”1” ”1” 32 ”1” ”1” ”1” ”1”
33 FS (FS) (FS) (FS) 33 FS (FS) (FS) (FS)
34 LP2 * * * 34 ”0” ”0” ”0” ”0”
35 * * * * 35 ”0” ”0” ”0” ”0”
～～～～～～～～～～
39 * * * * 39 ”0” ”0” ”0” ”0”
40 ”1” ”1” ”1” ”1” 40 ”1” ”1” ”1” ”1”
41 FS (FS) (FS) (FS) 41 FS (FS) (FS) (FS)
42 * * * * 42 ”0” ”0” ”0” ”0”
～～～～～～～～～～
47 * * * * 47 ”0” ”0” ”0” ”0”
48 ”1” ”1” ”1” ”1” 48 ”1” ”1” ”1” ”1”
49 FS (FS) (FS) (FS) 49 FS (FS) (FS) (FS)
50 * * * * 50 ”0” ”0” ”0” ”0”
～～～～～～～～～～
55 * * * * 55 ”0” ”0” ”0” ”0”
56 ”1” ”1” ”1” ”1” 56 ”1” ”1” ”1” ”1”
57 FS (FS) (FS) (FS) 57 FS (FS) (FS) (FS)
58 * * * * 58 ”0” ”0” ”0” ”0”
～～～～～～～～～～
63 * * * * 63 ”0” ”0” ”0” ”0”
64 ”1” ”1” ”1” ”1” 64 ”1” ”1” ”1” ”1”

8bit 8bit 8bit 8bit 8bit 4bit 8bit 8bit 8bit 8bit 8bit 4bit

TS1 TS2 TS3 ･････････ TS23 TS24 ST TS1 TS2 TS3 ･････････ TS23 TS24 ST

196bit(125μs) 196bit(125μs)

S1#1 S2#1 S3#1 S4#1 S1#1 S2#1 S3#1 S4#1 

8ms 
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Ｃ） ＴＳの割りつけ方法 

ユーザの情報伝達のためのＴＳの割りつけ方法には2つのパターンがあります。図２．９及び２．１０に基

本回線サービスにおける各回線速度に対応したＴＳの割りつけ方法を示します。 

ＴＳの配置は基本回線の速度により決まります。 

多重アクセス時においては、パターンＡの１．５Ｍｂｉｔ／ｓ、またはパターンＢの６Ｍｂｉｔ／ｓの２通

りあります。 

多重アクセス時における各基本回線のＴＳの割りつけ方法は、パターンＡ、パターンＢともに以下によりま

す。 

① ＴＳ位置は任意ですが、連続するＴＳ（その基本回線が必要とするＴＳ数分）を占有しなければなりま

せん。 

② １つのＴＳは１つの基本回線のみが占有します。 

16bit 5bit

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 bit

#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 ST F

768bit

TS1 TS2 TS24  

 

 

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS3
#1

    
#2

    
#3

    
#4

TS4
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

192kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS4
#1

    
#2

    
#3

    
#4

TS5
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

256kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS6
#1

    
#2

    
#3

    
#4

TS7
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

384kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS8
#1

    
#2

    
#3

    
#4

TS9
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

512kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS12
#1

    
#2

    
#3

    
#4

TS13
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

768kbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS18
#1

    
#2

    
#3

    
#4

TS19
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

1Mbit/s

TS1
#1

     
#2

     
#3

     
#4

TS2
#1

TS24
#1

     
#2

     
#3

     
#4

1.5Mbit/s

（配置順：TS1 #1 → TS2 #1 → TS3#1…） 

速 度 使用するタイムスロット 速 度 使用するタイムスロット 

１９２ｋｂｉｔ／ｓ 

２５６ｋｂｉｔ／ｓ 

３８４ｋｂｉｔ／ｓ 

５１２ｋｂｉｔ／ｓ 

ＴＳ１＃１～ＴＳ３＃１ 

ＴＳ１＃１～ＴＳ４＃１ 

ＴＳ１＃１～ＴＳ６＃１ 

ＴＳ１＃１～ＴＳ８＃１ 

７６８ｋｂｉｔ／ｓ 

１Ｍｂｉｔ／ｓ 

１．５Ｍｂｉｔ／ｓ 

ＴＳ１＃１～ＴＳ１２＃１ 

ＴＳ１＃１～ＴＳ１８＃１ 

ＴＳ１＃１～ＴＳ２４＃１ 

 

図２．９ 光加入者線伝送方式フレーム構成上のＴＳ配置（パターンＡ） 

（基本回線サービスにおける回線速度のＴＳ配置がしめしてあります。） 

  の部分のみ使用可能 

他のTSは全て未定義 

～～

～～

～～

～～
～～～～

～～

～～

～～

～～
～～

～～
～～

～～

～～

～～
～～

～～

～～
～～

～～

～～
～～

～～
～～

～～
～～

～～

～～

125μs 

回線速度 
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回線速度 

                  

TS1 TS2 TS3 TS12 TS13 TS24
#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #4 #1 #1 #2 #3 #4 3Mbit/s

TS1 TS2 TS3 TS18 TS19 TS24
#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #4 #1 #1 #2 #3 #4 4.5Mbit/s

TS1 TS2 TS3 TS24
#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #1 #2 #3 #4 6Mbit/s

（配置順：ＴＳ１  ＃１  →  ＴＳ１  ＃２  →  ＴＳ１  ＃３  ．．．．．．） 

  

速  度 使用するタイムスロット 

３   Ｍbit/s 

４．５Ｍbit/s 

６  Ｍbit/s 

ＴＳ１＃１～ＴＳ１２＃４ 

ＴＳ１＃１～ＴＳ１８＃４ 

ＴＳ１＃１～ＴＳ２４＃４ 

 

図２．１０ 光加入者伝送方式フレーム構成上のＴＳ配置 （パターンＢ） 

（基本回線サービスにおける回線速度のＴＳ配置が示してあります） 

 

（２）  フレーム同期 

６．３１２Ｍbit/sインタフェースフレームと１．５Ｍbit/s論理パスフレームのフレーム同期は独立して行っ

ている。特に各第1フレームが一致するようにしていない。 

  ａ）６．３１２Ｍbit/sインタフェースフレーム 

 マルチフレームのフレーム同期パターンは、“110010100”です。 

 また、同期確立状態において同期パターン不一致が７回連続した場合に、同期はずれ状態となったとみなし、

一方、同期はずれ状態において同期パターン一致が３回連続した場合に、同期確立状態となったとみなします。 

  ただし、マルチフレームのフレーム同期パターン“110010100”において、１個以上の誤りを検出した場合を

同期パターン不一致が１回、すべて正しい場合を同期パターン一致が1回と対応づけます。 

  ｂ）１．５Ｍbit/s論理パスフレーム 

 ＦＳのフレーム同期パターンは、“11010110 11000001 10011010 10011100 11110110 10000101”です。 

 また、同期確立状態において図２．８のＳ１中のフレーム同期パターン不一致が４回連続した場合に、同期は

ずれ状態となったとみなし、一方、同期はずれ状態においてＳ１中のフレーム同期パターン一致が２回連続した

場合に、同期確立状態となったとみなします。 

 

16bit5bit

8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 bit

#1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 #1 #2 #3 #4 ST F 125μ

    TSI    TS2    TS24
 

の部分のみ使用可能

他のTSは全て未定義

768bit

～ 

～ 

～ 

～ 

 

～   

～ 

～

～  
～

～

 

～   

～  

～ 

～   
～ 

～ 

 

～   

～ 

～

～  

～

～

 

～   

～  

～ 

～   

～ 

～ 
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２．４ 保守・運用情報の転送 
     図２．１１に保守情報の転送図を示します。また、以下に主な保守・運用機能について概説します。 
 

 

（注１）   部はＴＥ－ＮＴ間のユーザ・網インタフェースがＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３１－ａ、ＪＴ－Ｇ７０３－ａに準拠している場
合を示します。 

（注２） Ｋｘは２．６項を参照して下さい。 
図２．１１  警報転送図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●：検出点 
○：送出点 

 ×：断、又は誤り発生点 

ＬＩ点ＵＮＩ点 
ＮＴ ＬＴ 

電源断 
Power R-INH  (０→1) R－INH 

6M ERR 

LINE BERR 6M BERR BERR   (０→１)

LINE SEND SEND   (０→１) 6M SEND 

6M AIS 

6M REC 

1.5M BAIS 1.5MBAIS (０→１) 1.5M BAIS

1.5M AIS 

1.5M REC TE  RAI 

TE  REC Kx Kx(注2) Kx

Kx Kx(注2)

1.5M REC 

Kx 

1.5M AIS 

1.5M BAIS 1.5MBAIS (０→１) 1.5MBAIS 

TE AIS 
LINE REC

LINE SEND ６M SEND SEND (０→１) TE RAI 

CRC(5つのC ﾋﾞｯﾄ)LINE ERR

CRC（5つのC ﾋﾞｯﾄ）
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２．４．１ 主信号全１の転送 
  中継区間または端末区間が故障時（断、同期外れ）は、故障方向の情報チャネルは全て“１”になります。

(多重アクセスの場合は、故障回線に対応する部分のみ全て“１”となります。) 
 

２．４．２ 符号誤り監視 
（１） ＣＲＣ（Cyclic Redundancy Check）手順 

  符号誤り監視は、ＣＲＣ手順によって行われます。ＣＲＣ手順は､ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７０４に準拠していま

す。 
  ＣＲＣのメッセージブロック（ＣＭＢ）は、第１フレームの第１ビットから始まり、第４フレームの第７８

４ビットで終わる連続した３１５１ビットのシーケンスです｡ 
  メッセージブロックチェックビット（ＣＲＣ－５ビット）Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４、Ｃ５は、図２．１２に示す

とおりマルチフレームの最後の５ビットに置きます。Ｎ番目のＣＭＢにＸ５を乗じしかる後に生成多項式Ｘ５＋

Ｘ４＋Ｘ２＋１で除した（モジュロ２）余りです。 
  最初のチェックビット（Ｃ１）が余りのＭＳＢであり、最後のチェックッビット（Ｃ５）がＬＳＢです。各マ

ルチフレームは、対応するＣＭＢに対して生成したＣＲＣ－５ビットを含みます。 
  受信側では、もしも伝送誤りがなければ、連続３１５６ビットの入力シーケンス（すなわち３１５１ビット

のＣＭＢと５ビットのＣＲＣ）を生成多項式で除したときの余りが０００００となります。 
 

１マルチフレーム（３１５６ビット） 
 
Ｂ１ Ｂ２  － － － － － － － － － － － Ｂ３１５０ Ｂ３１５１ Ｃ１ Ｃ２ － － Ｃ５ 

＊  Ｃ１Ｘ
４＋Ｃ２Ｘ3＋Ｃ３Ｘ

２＋Ｃ４Ｘ＋Ｃ５は 
Ｘ５（Ｂ１Ｘ

３１５０＋Ｂ２Ｘ
３１４９＋……＋Ｂ３１５０Ｘ＋Ｂ３１５１）を 

Ｘ５＋Ｘ４＋Ｘ２＋１で割った余り（モジュロ２） 
 

図２．１２  ＣＲＣビット付加方法 
 

（２） 符号誤り検出情報の送出 
  入力信号に符号誤り（ＣＲＣエラー）を検出したとき、検出１回につき、符号誤り検出情報を１ビット（Ｂ

ＥＲＲビット“１”を１回）ＬＴへ送出して下さい。 
  また、ＬＩＮＥ  ＲＥＣを検出した場合については、ＢＥＲＲオール“１”として、ＬＴ側に送出して下

さい。 
 
２．４．３ 下り方向の故障 

  下り方向の故障時、ＮＴはＬＩＮＥ  ＲＥＣ検出時には上り方向のＳＥＮＤビットを“１”に、１．５Ｍ  Ｒ
ＥＣまたは１．５Ｍ  ＡＩＳを検出時には上り方向の１．５Ｍ  ＢＡＩＳを“１”としてＬＴ側に送出して下

さい。 
 

２．４．４ 上り方向の故障 
  上り方向の故障時、ＬＴはＮＴ側にＳＥＮＤビットを“１”、１．５Ｍ  ＢＡＩＳを“１”として送出します｡ 
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２．４．５ 通信異常の検出及び解除条件 
各種通信異常の検出及び解除条件を表２．２に示します。 
 

表２．２  通信異常の検出及び解除条件 
 

種別 検出条件 解除条件 
フレーム同期はずれ 
(LINE REC または6MREC) 

フレーム同期パターン不一致

を７回連続検出 
フレーム同期パターン一致を３回連

続検出 

ＥＲＲ 
入力パルス列の誤り率が１０－4

以上 
入力パルス列の誤り率が１０－６以下

フレーム同期はずれ 
（１．５MREC） 

Ｓ１中のＦｓビットのフレー

ム同期パターン不一致を４回

連続検出 

Ｓ１中のＦｓビットのフレーム同期

パターン一致を２回連続検出 

１．５Ｍ ＡＩＳ 
Ｓ１中のビット列において

“１”を１６８回連続検出 
Ｓ１中の連続する１６８ビット中

“０”を５回以上検出 
 
２．４．６ 保守・運用情報の検出及び解除条件 

保守・運用情報の検出及び解除条件を表２．３示します。 
 

表２．３  保守・運用情報の検出及び解除条件 
 

種別 検出条件 解除条件 
ＳＥＮＤ “１”が８回連続 “０”が３回連続 
ＢＥＲＲ 保護なし(即時検出) 保護なし(即時検出) 
Ｒ－ＩＮＨ “１”が８回連続 “０”が１～２秒連続 

１．５Ｍ ＢＡＩＳ “１”が５回連続 “０”が５回連続 
ＬＰ２ “１”が５回連続 “０”が５回連続 

 

２．５  ＮＴの電源断情報（Ｒ－ＩＮＨビット） 

電源スイッチをＯＮ状態かつ元電源がＯＮ状態では、Ｒ－ＩＮＨビットを“０”としてＬＴ側に送出して下さい｡ 
また、元電源が投入されていて電源スイッチをＯＦＦからＯＮ状態にした場合､もしくは電源スイッチがＯＮ状態

で元電源が投入された場合には､Ｒ－ＩＮＨビットを“０”としてＬＴ側に送出して下さい｡これにより、ＬＴは自

動的に正常監視状態に戻ります。 
元電源が投入されていて電源スイッチをＯＮからＯＦＦ状態にした場合、もしくは電源スイッチがＯＮ状態で元

電源が断となった場合は、Ｒ－ＩＮＨビットを“１”としてＬＴ側に１６回以上送出した後に、信号断状態にして

下さい。 
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２．６  Ｋｘビットによる端末区間の切替制御 

ＫｘビットはＮＴ－ＴＥ間の故障時に端末区間の自動切替を実現するためのものです。 
その回線構成を図２．１３に示します｡ 

 
（注１） ＬＴからＮＴ方向は、常時同報通信の状態です｡ 
（注２） ＮＴからＬＴ方向は、基本回線故障時、ＬＴ内部で自動的に切り替わります｡ 

 
図２．１３  端末区間の切替制御 

 
２．６．１ Ｋｘビット検出条件 

Ｋｘビット検出条件を図２．１４に示します｡ 

 
図２．１４  Ｋｘの状態遷移 

 
２．６．２ Ｋｘビットによる切替動作 

（１） ＬＴからＮＴ方向のＫｘビット 
現用側のＫｘビットを“１”、予備側のＫｘビットを“０”としています。 
例えば､図２．１３においてＮＴ－Ａ側が現用側（ＮＴ－Ａ側Ｋｘビットが“１”、ＮＴ－Ｂ側Ｋｘビットが

“０”）である時にＮＴ－Ａ側に故障が生じた場合､ＮＴ－Ｂ側が現用に切り替わり、ＮＴ－Ａ側Ｋｘビットが

“０”、ＮＴ－Ｂ側Ｋｘビットが “１”となります。 
 

（２）  ＮＴからＬＴ方向のＫｘビット 
正常時（自動切替により回線の救済をおこなう場合）はＫｘビットを現用側、予備側とも“１”とします。 
図２．１３においてＮＴからＬＴ方向のＫｘビットによる切替動作を表２．４に示します｡ 

 

 

TE 

基本回線

(注1) 

(注2) 

LT

分岐回線

Ｋｘビット“０”が５回連続 
         注  初期値はＫｘ＝１ 

Ｋｘビット“１”が５回連続 

Ｋｘ＝０ 

Kx ﾋﾞｯﾄ 
“1”が5回 
未満連続 

Kx ﾋﾞｯﾄ 
“0” 

Ｋｘ＝１ 

Kx ﾋﾞｯﾄ 
“０”が5回 
未満連続 

Kx ﾋﾞｯﾄ 
“１” 

NT－B 

NT－A 

SW 
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表２．４  ＮＴからＬＴ方向のＫｘビットによる切替動作 

 
現用側 予備側        ＮＴ－Ａ 

ＮＴ－Ｂ Ｋｘ＝“０” Ｋｘ＝“１” Ｋｘ＝“０” Ｋｘ＝“１” 

Ｋｘ＝“０”   
状態変化しない 
 

ＮＴ－Ａ側に 
切り替わる 

現
用
側 

Ｋｘ＝“１”   
状態変化しない 
 

状態変化しない 

Ｋｘ＝“０” 状態変化しない 
 

状態変化しない   予
備
側 

Ｋｘ＝“１” 
ＮＴ－Ｂ側に 
切り替わる 

状態変化しない   

 

２．７  ＮＴにおける折り返し機能 

回線故障時等において利用者の利便とともに効率的な保守を行うため､ＮＴは、次の折り返し機能をもつ必要

があります｡ 
 

折り返し試験名 内容 制御ビット 

ループ２ 一括折り返し ＬＰ２ビット 

 
このループ２折り返し機能は､ＮＴの最もＴＥ側に近い所に持たせることにより、ＴＥ側の故障かＮＴ及び回

線側の故障かを切り分ける機能です。 
 
２．７．１  折り返し条件 

ループ２折り返しの折り返し条件と折り返し状態について表２．５に示します。 
 

表２．５  折り返し条件とその状態 
 

条  件 折り返し状態 

折り返し条件 
図２．８のＬＩ上のＬＰ２ビットを連

続５回以上“１”として検出した場合。

ＬＴからＮＴへの入力信号をＮＴから

ＬＴ側へ出力します。（ＵＮＩへの出

力は断とします。 

解除条件 
図２．８のＬＩ上のＬＰ２ビットを連

続５回以上“０”として検出した場合。

折り返し状態は解除され、正常状態に

戻ります。 
 
２．７．２  折り返しの状態 

ループ２折り返し状態を図２．１５のブロック構成図例で示します。 
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図２．１５  ＮＴブロック構成図例 
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